
早
期
の
活
用
策
を
示
せ
る
よ
う

最
善
を
尽
く
す

大
崎
第
一
中
学
校
跡
地
活
用
と

地
域
活
性
化
を
問
う

富重　幸博 議員

夏場の高温期など悪臭や発火の

恐れが懸念される廃ビニール

　

平
成
26

年
４
月
の
新
生
大
崎
中
学

校
に
統
合
後
、
野
方
地
区
で
は
企
業

誘
致
が
な
さ
れ
た
が
、
大
崎
第
一
中

学
校
跡
地
活
用
に
関
す
る
町
長
と
し

て
の
現
状
認
識
を
示
せ
。

地
元
町
民
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

町
長

　

学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
に
松
本
商
会
株
式
会
社
の
工
場
が

新
設
さ
れ
た
が
、
長
く
休
業
状
態
が

続
き
、
昨
年
に
は
経
営
破
綻
、
敷
地

内
に
機
械
や
ビ
ニ
ー
ル
が
放
置
さ
れ
、

大
変
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

課
題
解
決
の
取
り
組
み
は

富
重
議
員

　

本
町
は
、
平
成
27

年
７
月
松
本
商

会
と
立
地
協
定
を
締
結
、
総
事
業
費

２
億
３
４
８
１
万
７
０
０
０
円
、
う

ち
町
補
助
金
４
６
０
０
万
円
、
金
融

機
関
融
資
１
億
８
４
０
０
万
円
等
で

事
業
着
手
、
平
成
28

年
３
月
に
事
業

完
了
し
て
い
る
。

　

会
社
の
実
質
操
業
期
間
は
通
算
９

カ
月
、
２
度
に
わ
た
る
会
計
検
査
院

の
指
摘
で
補
助
金
の
二
重
申
請
や
機

械
の
無
断
売
却
、
平
成
30

年
12

月
に

は
弁
護
士
事
務
所
と
破
産
に
関
す
る

委
任
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

　

昨
年
９
月
、
補
助
金
返
還
の
議
決

以
降
、
残
さ
れ
た
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
処

理
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を

行
っ
て
き
た
か
。

司
法
手
続
き
中
で
町
と
し

て
は
取
り
組
ん
で
い
な
い

町
長

　

事
業
後
継
者
や
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
処

分
に
関
し
て
は
、
司
法
手
続
き
中
で

あ
り
、
財
産
に
関
す
る
全
て
の
権
限

が
債
務
者
代
理
人
弁
護
士
（
以
下
、

弁
護
士
）
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
町

と
し
て
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

廃
ビ
ニ
ー
ル
処
理
経
費
と

債
権
回
収
の
見
通
し
は

富
重
議
員

　

最
終
的
に
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
処
理
経

費
を
町
民
の
血
税
で
再
度
賄
う
よ
う

な
事
態
が
起
き
る
恐
れ
は
な
い
か
。

ま
た
、
松
本
商
会
が
本
来
負
担
す
べ

き
返
還
金
４
６
０
０
万
円
の
本
町
立

替
分
の
債
権
回
収
見
通
し
は
、
破
産

手
続
き
次
第
で
満
額
返
還
は
大
変
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。

引
き
続
き
弁
護
士
と
協
議
す

る
が
回
収
見
通
し
は
不
明

町
長

　

町
負
担
の
な
い
よ
う
引
き
続
き
弁

護
士
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
返
還
金
回
収
は
、
特
殊
機
械
の

処
分
費
を
充
て
る
こ
と
か
ら
、
弁
護
士

に
も
金
額
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

町
有
財
産
貸
付
契
約
の
方
向
は

富
重
議
員

　

本
年
６
月
30

日
で
松
本
商
会
と
の

町
有
財
産
貸
付
契
約
が
期
限
を
迎
え

る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
現
時

点
で
持
っ
て
い
る
か
。

契
約
延
長
は
考
え
て
い
な
い

町
長

　

松
本
商
会
が
破
産
手
続
中
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
契
約
の
相
手
方
と
し
て

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
し
て
お

り
契
約
延
長
は
考
え
て
い
な
い
。

告
訴
の
手
続
き
を
と
る
考
え
は

富
重
議
員

　

補
助
金
適
正
化
法
に
違
反
し
た
当

該
事
業
者
に
対
し
、
詐
欺
罪
な
ど
で

告
訴
の
手
続
き
を
取
る
考
え
は
な
い
か
。

債
務
処
理
を
優
先
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
く

町
長

　

今
回
の
事
案
は
非
常
に
悪
質
だ
と

捉
え
て
お
り
、訴
訟
の
対
象
に
も
な
り

得
る
と
考
え
て
い
る
が
、債
務
処
理
を

優
先
し
、そ
の
後
は
、町
が
要
す
る
労
力

と
時
間
、費
用
を
考
慮
し
判
断
し
た
い
。

野
方
地
域
の
住
民
要
望
と
協
議

の
場
設
置
に
対
す
る
考
え
は

富
重
議
員

　

野
方
校
区
に
お
い
て
は
、
大
崎
第

一
中
学
校
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
地
域
住
民
の
方
々
に
呼

び
掛
け
た
話
し
合
い
の
場
や
跡
地
見

学
会
を
行
っ
て
い
る
。
住
民
の
意
欲

が
高
い
う
ち
に
協
議
の
場
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
認
識
を
示
せ
。

早
期
の
活
用
策
を
示
せ
る
よ
う

努
め
地
元
意
見
も
聞
き
た
い

町
長

　

跡
地
活
用
策
を
早
く
示
せ
る
よ
う

最
善
を
尽
く
し
た
い
。
破
産
手
続
き

が
完
了
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
具

体
的
な
方
向
性
を
見
出
し
て
い
く
こ

と
は
難
し
い
が
、
意
見
交
換
と
か
跡

地
利
用
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
く
機
会

は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

野
方
地
域
活
性
化
方
策
は

富
重
議
員

　

本
年
２
月
１
日
現
在
の
本
町
の
推

計
人
口
は
１
万
２
９
４
２
人
、
う
ち
野

方
地
区
の
人
口
は
２
０
６
０
人
で
全
体

の
約
16

％
を
占
め
て
い
る
。
高
齢
化

率
は
町
全
体
の
38
・
５
％
に
対
し
て
野

方
地
区
は
44
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

25

年
後
の
野
方
地
区
の
人
口
は
約

１
１
０
０
人
、
現
在
よ
り
約
千
人
減

少
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
町
長

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

企
業
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
く

町
長

　

野
方
地
区
に
つ
い
て
は
、
野
方
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
を
産
業
集
積

地
と
位
置
づ
け
、
今
後
も
引
き
続
き

企
業
誘
致
活
動
を
行
い
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
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